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〔原著〕	 1-J遺伝子産物の免疫学的多様性

武 井 泉*

(昭和57年11月� 6日受付〉

要 旨

抗体産生を持]髄的に調節する� Tリンパ球関には機能的多様性が存在する。それらの機能を媒

介する抑制� T細患因子を講成する� 1-J遺伝子産物の構造を，機能との関連において解析した。

まず，結胞離合迭を用いて� 1-J遺伝子表現のある抑説� T組胞株を作製し，クローン化した結

果，機能的に異なる� 3種類のτ細臆株を得た。� 

1)抗京特異的抑鰐機能を持ち， これが� H・2barrierを越えては作用しない拘鵠� T組胞掠

〈τ51)。� 

2)抗諒非特異的で，註-2barrierを越えて作用する拐]髄T結癌株� (Tsz)。� 

3) TSlが産生する抑制因子� (TsFl)の受容基を持ち，� TsFlによって活性化される持制� T

細胞株(TS3)である。

これら� 1-J表現のある抑制T紹麹株を用いて，拡� 1・jb抗血清� BI0.A(5R) anti-B10. A(3R) 

を吸収し，� 1-J分子の異同を調べた。疲収後の抗体活性は，� T組胞株を諜的とする紹絶障害性

及び抑制菌子を吸収する能力を調べることで検討した。

その結果，翻胞表面，及び持制因子に表現される� 1-J遺長子産物は，� TSlと� TS2とでは異な

る� 1-J分子で構成され，� TS3 V主車清学的に再方の抗原性を持つことがわかった。

このことから，� 1-]重領域の遺伝子産物には少くとも� 2つの構造的に異った分子が存在し，そ

れぞれは，相異なる機能を� mediateする持制T細起及び抑制因子に表現されていることが明ら

かとなった。� 
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略語一覧:	HGPRT: Hypoxanthine，Guanin，Phosphorybosyl，Transferase， 


HA T: 1 X1O-1mM  Hypoxanthine，4 X lu-4mM  Aminopterin， 


1.6XlO…2mM Thymidine，FCS: F etal Calf Serum， 

F ACS: Fluorescence Activated Cell Sorter，D'MEM: Dulbecco 

Modi五edEagle Medium，PMSF: Phenyl-methyl-sulfonyl fluoride， 

PBS: Phosphate Bu宜eredSaline，PFC: Plaque Forming Cell. 

されたへその後，この� I-j亙領域にマップされる遺伝
F事文�  

子の産物は，抑制T紹抱のみならず，それらと機能を異

1-j遺長子産物は， 抗手本産生をネガティプに調節する にする細胞， とくにヘルパーT細胞の一部3)や，抗体産

抑制T緯胞の細語表面，及び二その機能分子である抑制 生系の� accessory細臆4)等にもみいだされ，これら，� 1-J 

菌子に表現される抗原として報告された1，2)。同時に， 歪領域の遺伝子産物需の異同が注吾されてきた。一方，

これをコードする� Ia-4遺伝子座の存在により，� I-j亙 持制T絹患の産生する抑説因子は，この� I-J遺伝子産物

領壌が，マウス主要組織適合抗原遺伝子複合体内に決定 乙抗原結合分子の二分子から講成され，抑制機能を発
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現するため誌は，両分子が，詞時に存在することが必須

で5，6)，この持，� l-J遺伝子産物は，抑制性を決める機詑

分子として作用することも暁らか?こされている 7)。 さら

に，この抑制現象が，最接的に発現されるにいたるまで

には，機能分担するいくつかの持制T細越亜詳の介在が

必要であり，これらのt早朝T細龍は，いずれも� l-J遺伝

子産物を有し，この� l-J分子を介して，結胞間相互作用

が成立していることも明らかにされている8，9，10)。これ

らのことは，抗体産生の拘能にかかわるT細控亜群の間

でも，それぞれで，異った� l-J遺伝子産物が表現され，

それら� l-J分子の違いが細胞の機能を決定している可龍

性を示唆している。機能を異にする種々のT組抱に表現

される� I-J遺伝子産物の講造上の相異及び，機能との相

実 験 方 法 �  

1)動物 

BlO.A(5R)及び� BlO.A(3R) マウス辻， 我々の実

験動物蒐設で飼育したものを使用した。� C57BLj6及び� 

C3Hマウスは， 静問実験動物センター，大村実験動物

から，それぞれ購入した。� 

2)技原，アジュパント

五LH(keyhole limpet hemocyanin)は，� Calbiochem-

Behling社より購入した。� DNPno・KLH(dinitro phe-

nylated KLH)は� Eisenらの方法12)に従い，アルカヲ

条件下で，� Sodium'2・4.dinitrobenzensulfonate と反応

させ作製した。 アジュパントとして用いた� BPV(百日

咳ワクチン〉は，千葉血清研究所より購入した。� 

l-J遺伝子産物を持つ� T締胞融合株の作製については

別論文民14)記あるが，簡単にまとめると，次のようにし

て確立した。� 

KLH 200flgを，� C57BLj6マウスに，� 10日間関で� 2

度免疫すると， その碑結麹中に，� KL自幹異的抑制� T

細胞が誘導される15)。 この稗組組中の� T細路面分と，� 

HGPRTを欠損し，� Aminopterinに感受性のある胸隷

麗� BW5147 (AKRマウス由来〉をポヲエチレングヲ

コールの存在下で細抱隔合させた。融合紐胞は，� HAT 

と� FCSを加えたまPMI1640壇養護� (Gibco社)に

て培養，選別した。� l-J遺伝子産物を宥する融合結抱は，

抗� I-Jb抗体 (B10.A(5R) anti BlO.A(3R))を用いて

鐙光染色後，� FACSを用いて分離し， 限界肴釈誌にて

クローン記した。確立されたT細抱融合株は，抗体産生

に及ぼす機能によヲ，抗原特異的抑制T締抱� (TS1)14り

それ自身は機能を示さないが，� TSl により活性化される� 

acceptor T細胞16九及び，抗原非特異的抑制T結抱17)

の3種類に分類された13)(Table1)。� 

Table 1. 	 l-j+suppressor T cell hybridomas 

were classified into 3 groups with 

di百erentfunctions. 

act1vlty 	 cell line 

antigen speci五c	 34s-18 

704・34s	1)(Tssuppressor T 
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される� l-J遺伝子産物の，多様性の存在と，その生物学

的な意義を検討した。 4)抗� l-Jb抗血清の作製

伝子産物を表現する� T緯胞株を作製し， それらに表現 ， 34s-281't
、T

g
o
 

1L5 

抗� I-Jb抗血清詰，遺伝的に� l-J亜領域のみを具にす

ると考えられている� BlO.A(3R) と� B10.A(5ま)のマ

クスの組み合わせにより作製した。方法は，� 1X107錨の� 

B10.A伊豆)マウスの稗及び腕線認胞をマイトマイシン

処理後，� BlO.A(5R)マクスに語道 1回，� 8回以上静注

して免疫したのち，部分採血した皐清をプーノレ後，非特

異的拡体(抗ワイルス抗体など)を取り除くために，� 

l-J遺伝子産物をもたない� BW5147組胞で吸訳した。� 

5 )拡 l-Jb抗血清の特異性の検討� 

BW5147結胞で吸認後の抗車清の� l-Jb特異性は，さ

らにこの誌血請を，� l-Jハプロタイプの異なるき重々のマ

ウス� (C57BL/6，C3H，B10.A(3R)，BlO.A(5R)) の

辞意医抱と反応させ，吸収後の上清で� l-J陽注の融合組臆

を標的とした細施誇害活性試験を行い確認した。すなわ

3) l-J遺伝子産物を持つ� T結抱融合抹の作製� ち， 匝の牌紹胞と一緒に氷上{14X108を300ρ1この抗車清� 

で4時間反応させたのちの上請を用いて細抱障害試験を

行った。� 

6)締抱障害活性試験� 

4X104留の語合細胞を，却2Oμμiの� D

号弘毛� FCS添加)に浮遊させ， これと希釈した技血請20 

fl1とを室温にて30分詞反容させたのち，新鮮な培養液

にて洗浄，さらに，檎捧として� 8信希釈された存ウサギ

車清� 20fl1を加え，� 3rcにて� 40分間反応させた。反応

終了後， トリパンブルーにて死細患を染色，光学顕撤鏡

下で，生細胞，死細胞の数をかぞえた。抗車清のかわり

に培養液を用いたものをコントローyレとし，その死細抱

数で樟正した蓋を，抗体による細臆障害として，以下の

式よ予算出した。
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%註illin-一一死細胞数宗一一一一一一x100 
b 全総胞数

抗鉢による締胞障害ニ� 

%killing一弘killing(コントロール~X100 (%) 
100一%killing(コントロール) 

7)抗� I・Jb長体アフィニティカラムの非製

設� 1_Jb投血清� 1mlから� 50%の読酸アンモニウムで

沈撮して得たTグロプリン分画を，Axenらの方法18)に従

って，� 1mlのセフアロース� 4B (Pharmacia Fine Che-

mical社)に結合させ，アフィニティカラムを作製した。� 

8)技原特異的及び非特異的モノクロナノレ抑制菌子の

譲製� 

F高合組担乞凍結高鳴をく� Fかえして破砕後，高速遠心

して得た細泡抽出液を持制盟子として用いた。抽出液に

は，蛋自分解酵素阻害荊である� P沼SF(Sigma社)を，� 

0.5担� M の譲度となる様加え，使用するまで-800Cに課

存した。� 

9 )抑制因子の抗 1-Jbアフィニティカラムでの吸収

賄合組胞の2X106掴に相等する細抱抽出液を上述のカ

ラムと，� 40C ~とて 1 時間反þt;させた。 0.1 MPBS p耳� 

7.2 2 mlにてカラムと反応しない分画を漏出させたあ

と， さらに� PBS10田� lにて洗i争後，� 0.175Mグヲシン

塩酸緩衝液� pH3.2を沼いて溶出させた。溶出譲は，� 

l註Na耳C03にて直ちに中和した後，議出液とも� PBS

に透析し，セファデックス� G200耕末を患いて脱水濃縮

した。� 

10)抑制昌子の活性の検出

持制茜子の抗体産生に対する持制活性誌，それらを，� 

in vitroの二次免疫応答系に加えて調べた。すなわち，� 

4逓前に� DNP・KLH100μgと� B.P.V.1x109誼にて

免疫した� C57BLj6 マウスの牌組抱� 4X106倍Imlを，� 

0.1μg/mlの� DNP・KLHと伴に，� Mischell Dutton系

で著養し，堵養開始時に，持制因子を加えた。抑制活性

は，培養5!3巨に， DNPを結合したヒツジ赤血球を用

いて，抗� DNP・19Gプラーク形成績胞� (PFC)数を調

べることにより検討した19)。

結果�  

1 )技 I-Jb読血請の特異性

マウスの血講中には，種々の自然抗体が含まれてお

り， さらにリンパ系細胞を抗原として免疫した場合に

は，紐抱の表現する白血病ウイルス抗原に対する抗体舗

が上昇することが知られている20)。そこで，この可能性

を捺くために， まず抗� 1-Jb抗車清� (B10.A(5R) arti 

B10. A(3R)) を標的に吊いる融合組胞の親細胞である� 

AKRマウス由来の� BW5147結胞で吸寂し，これと辻� 
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Fig. 1. 	 Absorption of non-speci五c、� activities 

in anti-1-Jb antiserum (B 10. A (5 R) 

anti-B10. A (3R)). 

昌nti-I-Jb I-J 
ab~~;bed ~ith hap;otype 0 %cytotoxicity 100 

封。ne 

B10.A(3R) 

B10.A(5R) 

C57BL/6 b 

立3H 

34s-281_345-44rzza345-18亡コ11:tc君司君Ta 
n.d. : 丹色tdone 

Fig. 2. Speci五cityof anti-1-Jb antiserum and 

selective expression of 1-J subregion 

gene products on Tcell hybridomas. 

Absorption of anti・I-Jbantiserum wi-

th I-Jb haplotype cell populations 

(C57BLj6 or B10. A (3ま)spleen ce-

l1s) removed antibody activity agai-

nst T cell hybridomas，but not with 

1-J主� haplotypece11 populations. 

全く反応しない技血請を作製した� (Fig.1)。 この抗車

清が，� I-Jb特異的であること比� 1-J遺伝子のハプロタ

イプの異なるマウスの牌細胞でさらに或i反することによ

ヲ謂べた。結果泣� Fig.2に示した。すなわち，設原と

して用いた� B10.A(3R)や，これと同じ� I-Jbのハフ。ロ

タイプを持つ� C57BLj6マウスの牌紹抱で抗� 1-Jb抗皐

清を吸収すると，� I-Jb遺伝子産物を表現する融合組抱に

対する樟害活性は吸収された。しかし，� B10.A(3R)マ

ウスとは遺伝学的に� 1-Jハプロタイプのみの異なる



116 武 井 泉

B10.A(5R)マワスや， これと同じ� 1-Jkハプロタイプ

を持つ� C3Hマウスの牌組抱では，抗体活性は吸収され

なかづた。このことは，この試血請が，� 1-Jbに特異的な

抗体活性をもつことを示している。同時に，この実験結

果は， 融合結胞に� 1-Jb遺伝子産物が選択的に表現され

ていることをうらづ汁ている。そこで，この拭血清を技� 

1-Jb抗血清として用いこれら融合細島上の� 1-J分子の

多様性の検討を行った。� 

2)持制T細抱に表現される� 1-J遺伝子産物の多様性

機誌の異なるそれぞれのT細胞融合抹上に表現される� 

1-J遺伝子産物の多様性を検討するために， 技� 1-Jb抗

1と氷上にて7 X107.....，1紹抱株T血清を，それぞれの� 

匝くりかえすことに9.....，8詩情反応させた。この操作を� 

より，各々の細抱株が表現する� 1-J遺伝子産物に対する

抗体活性を完全に吸収した。吸収後の抗血請中の技体活� 

Target cell function % cytotoxicity 

34s・281 acceptor ] 50 

Fig.3聞� a.Cytotoxic activity of anti-1-Jb anti-

serum absorbed with antigen-speci-

五cTs hybridoma (34S・704). The 

antiserum absorbed with 34S-704， 
which did not react to itself，stiIl 
remained cytotoxic activity against 

non-speci五cTs or acceptor hybri-

doma. 

Target ce11 function % cytotoxi city 

Fig. 3-b. Cytotoxic activity of anti-1-Jb anti-

serum absorbed with antigen-speci-

五c Ts hybridoma (34S・18). The 

antiserum absorbed with antigen-

speci五cTs (34S-18)，which still re-

mained cytotoxic activity against the 

hybridomas with the di韮erentfuncti-

ons，did react to the hybridomas wi-

ththe same function (34S・704，1L1). 

性の有無とその特異性を，それぞれの融合組抱を標的と

した結抱障害活性試験にて調べた。� 

Fig. 3-a，Fig. 3-b記示すように，設京特異的抑制機

能をもっ紹抱株� (34S-704あるいは� 34S・18)で吸収した

場合，開一機龍をもっ紹胞株� (34S・704，34S-18，1Ll) 

に対する結抱障害活性は失われたが，機能を異にした抗

原非特異的抑制機能をもっ細胞株� (34S-44，34S・15)あ

るいは� acceptorT細組株� (34S-281，1L5)に対する細

胞i毒害活性は，そこなわれなかった。同様の結果は，抗� 

1-Jb血請を，技京非特異的抑制機能をもっ細胞株� (34S・� 

44あるいは� 34S・15)で吸収した場合にも得られた� (Fig. 

4-a，Fig. 4-b)。すなわち，� 34S-44あるいは� 34S・15で

完全に吸収したあとにも，抗原特異的抑制T細抱� (34S-

704，34S・18，lL1)あるいは� acceptorT組抱� (34S-281，� 
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Fig. 4-a. Cytotoxic activity of anti-1-Jb anti-

serum absorbed with antigen-nons-

peci五cTs hybridoma (34S-44). The 

antiserum absorbed with 34S-44， 
which did not react to itself，still 

remained cytotoxic activity against 

specific Ts or acceptor T cell hyb-

ridoma. 

Target cel1 function 事� cytotoxicity 
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spをcific 
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1L5 昌己ζeptor� i49 

Fig.4・b.Cytotoxic activity of anti-1-Jb anti.司� 

seru恐� absorbed with antigen-non同� 

speci五cTs hybridoma(34S・15).The 

antiserum absorbed with antigen-

non-speci五cTs (34S・15)，which still 

remained cytotoxic activity against 

the hybridomas with the di茸erent 

functions，did not react to the hybri-

doma with the same function (34S-

44). 
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1L5)に対する活性辻残った。これらの事実は，異なる

機龍をもっ� 2群の持制T細胞に表現される� I-}遺伝子産

物に，異った抗原決定基が存在すること，さらに，これ

らの� I-}分子が異った分子であることを強く示唆する。

ところが，上述のいずれの実験でも，� acceptor T 細

胞に対する障害活性は残った。このことは，� acceptor T 

締患が両方の抗原決定基を同時にもつか，あるい泣，い

ずれとも異なる第3の拭原決定基をもっ分子によって講

成される可誌を示唆する。そこで，この� aeceptorT 細

胞設で誌� I_]b血清を吸設した後， 残った障害活性につ

いて謂ベた。結果は� Fig.5-aに示されるように，� acce-

ptor T 縮瞳� (34S・281) で吸収すると，� 34S・704，� 34S・� 

44のいずれの細泡株とも友応しなくなる。したがって，� 

34S-281の細胞表面上の� 1-]遺伝子産物は，抗京特異

的，及ひ、非普異的活J註を持つT組組上の� 1-]遺伝子産物

の抗原決定基のいずれも持っていることになる。このこ

とはまた，衣� I-Jb血清を， 34S・704と� 34S-44の両方

で疲収すると，� 34S-281とも反応しなくなることからも

支持された� (Fig.5-b)。� 

anti-I-Jb antiserum with acceptor T 

cell hybridoma removed antibody 

activity against both antigen-speci五c 

Ts hybridoma and norトspecific Ts 

hybridoma. 

Targetζell funetion % cytotoxicity 

345‘704 呈ntigen 
apeci fic 110 

345-44 non-5pecific 

345鞠� 281 acceptor 

Fig. 5-b. Cytotoxic activity of anti-I-Jb anti-

serum absorbed with both antigen-

sepcl五cTs hybridoma and non-spe-

Cl五cTs hybridoma (34S-704，34S-

44). The absorbed anti・1-Jb antise-

rum lost antibody activity against 

acceptor T cell hybridoma. 

これらの事実から，機能的に異なる新I髄註T細越亜群

に表現される� 1-]遺伝子産物に車i育学的な多譲住があ

り，それが機能と関連していることが強く示唆された。� 

3)持制因子に表現される� 1-]遺伝子産物の多様性

それぞれの抑制T結抱の機能伝達物賓としての持制因

子にも，� 1-]遺伝子産物が表現されていることが明らか

となっている14，17)0 そこで，結胞表面で血清学的に示さ

れた� I-J遺伝子産物の多語性が，新]髄冨子とも反映され

ているか否かを， 抗� I-Jb抗律カラムを毘いた抑制因子

の活性吸収誌で謂ベた。各々の� T紹抱株� (34S-704，� 

34S・44)で吸収することにより，もはや吸設に用いた� T

細胞株とは反志しない抗� I_]b抗卑清を用いてアフィニ

ティカラムを作製した。これらのカラムに，抗原特異的

抑制因子� (34S・704出来)あるいは抗京非特異的持制冨

子� (34S-44出来)を反応させたのち，請出液と，酸によ

る溶出液を得た。おのおのを，� in vitro 2次抗体産生系

に加えて，いずれに抑制活性が出現するかを諒ベた。そ

の結果は，� Fig.6に示すように，設原詩異的持制T細趨� 
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Target cell function %cytotoxicity 

34s・704 aat?n ho
specific 

antigen 百345・44 non・ ~p~~ific U0 

345-281 acceptor U0 

Fig.5・a.Cytotoxic activity of anti-I-Jも� anti-

serum absorbed with acceptor T cell 

元日場� 

TsFfrom 345-704 ー・ 1000 2000 3000 

hybridoma (34S-281). Absorption of E二::JTsF from 34s・44 

Fig. 6. Distinct 1-] molecules expressed on 

suppressor T cel1factors with di百e-

rent functions. The absorbed anti-I-

Jb serum wIth antigen-sepci五c Ts 

hybridoma (34S-704)，which did not 

reactto the antigen -speci五csuppressor 

factor derived from 34S・704，still re-

mained antibody activity against the 

antigen -non -speci長csuppressor factor 

derived from 34S-44. A similar re司� 

sult was obtained in the case of ab-

sorption with antigen-non-speci五cTs 

hybridoma (34S-44). 

(34S-704)で接収した読� I-Jh抗血清は， 設原詩異的持

制活性を示す� 34S・704由来の抑制菌子を鼓i訳する能力

は，もはや失っているにもかかわらず，抗原非持異的持

鵠因子� (34S・44由来)の持制活性を吸収することができ

た。このことは，持髄菌子を吸収したカラムから抑制活
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性が溶出できたことからもうらずけられた。毘様}こ，抗 及び構造上の解析に必須である。

原非特異的事t制� T締胞採� (348-44)で既設した抗� 1_]b 実験に用いた� l-J陽性T融合結麹株泣，機能的に，� 3 

抗血清泣，抗原特異的抑制因子� (348・704由来)の抑制 種類に分類されるは14パ6，17)0 ヱ)技原特異色と� 1-]亜領

活詮のみを吸収することができた。 誠に関する遺伝的拘束性を示す抑制T紐胞株，� 2)抗原

これらの事実辻，� frs髄T締抱表面と同様，その抑制活 非特異的にかっ� l-J亙領域の遺伝的拘束を越えて作用す

性を媒介する抑制因子にも，機龍と結びついた� 1-]遺缶 る抑制T締臆抹，� 3) それ自身では活性を示さないが，

子産物の多穣性が存在することを示す。 抗原持異的抑制医子により活性化される� acceptorT 紹

癌株である。いずれの抑制因子もまた� l-J遺伝子産物を
考察

表現しており，持制T細胞の機能的な違いは，� l-J遺伝

技体産生の抑制が，マウス主要組識適合抗原遺缶子護 子産物の構造上の相異を反映している可能性が考えられ

合律内の� 1-]亙領域遺伝子産物を表現する抑制� T細抱 た。

と， その抑制因子で調箭されていることが知られてい この可龍性を明らか}こするために行った実験結果は，� 

る1，2，10，21)0 Table 2にまとめた。

Taniguchiら8)の詳細な解析によれば，抑制機講には 抗涼特異的抑髄T細胞株の� 1つで抗� l-Jb抗血清を吸

少くとも� 3種類の� 1-]陽性持制T細胞が関与することが 収すると，もはや同様の持制機能をもっ他の結抱株に対

確認されている。すなわち，抗原で諺導された抑制T紐 する障害活性は失われるが，異った機能をもっ抗原非特

抱は，� 1-]遺伝子産物をもっ抑制因子� (TsFl)を産生 異的抑制T締抱株，あるいは� acceptorT 細胞株に対す

し， この� TsF1が第2の� acceptorT 緯抱に{動き， 次 る障害活d註は残った。逆に，投原非特異的事t制T締抱株

の抑制国子� (FsF2)を産生させる。第2の抑説因子がさ の1つで抗� I_]b抗血請を吸収した場合にも， 詞様の結

らに別の� l-J陽性持制T細胞を誘導し，最終的に技体産 果が舞られた。さらに，� Fig.6に示すように，これらの

生の抑制がおこるとされる。� acceptorT 細胞上にある� 持制活性を媒介する持制因子についての検討でも，抗原

TsFlに対する受容墓にも，� 1-]遺伝子産物が存在する 特異的持制因子と，抗原非特異的拘都圏子に表現される� 

ことは，抗� 1-]抗体を� acceptorT 締胞に反広させるこ l-J遺伝子産物に相異があることがわかった。

とで，この細胞の活性化が陸止されることから示されて これらの事実から，� 1-J亜領域がさらにいくつかの領

いる22)。 域に分けられ，各々に機能の異なる因子がコードされて

これらの知見は，� l-J遺伝子産物が，抗体産生の抑制 いる可能性が示唆される。一方，� Cullenら23)により，� 

機購における紐抱間相互作用に重要な役割を演じている la分子について報告されたように，� l-J分子が� DNA

ことを示唆する。 この意味において，機能を異にする� から翻訳合成されてからの� glycosilation，phosphoylati-

l-J揚性のT細胞株の確立は，� l-J遺伝子産物の機能的， onの過程の相違による可詑性もある。 どちらによるも� 

Table 2. Two distinct antigenic determinants on functionally different hybridomas 

were detected by anti-l-Jb antiserum (BlO.A (5R) anti-BlO. A (3R)). 

l-J product on the T cel1hybridoma with antigen-speci五csuppresson 

activity was di宜erentfrom that on the T cell hybridoma with non-speci五c 

suppression. Acceptor T cell hybridoma had l-J determinants，which 

were found on both antigen speci五cand non-speci五cTs hybridomas. 

cytotoxicity of absorbed anti-l-Jb with 

Target cell lines 
cit五� ant1genaen 1gcen acceptor T specific Ts non-speci五cTs 

antigen speci五c 34s-704 十� 

suppressor T 24s・18 ÷ 
1L1 ÷ 

antigen non-specific 34s・44 ...L 

suppressor T 34s・15 十� 

acceptor T 34s-281 す 十� 

1L1 十� ÷ 
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た
。

のかは，これら因子の化学的，あるいは遺伝子レベルで

の解析をまたねばならないが，いずれにせよ，機能を異

にする拘髄T締抱に表現される� 1-J遺伝子産物に，抗涼

性の相異がみいだされたことは，この構造上の差異が議

能上のそれを反挟しているものと解釈され，� f宇用様式の

異なる� 2種の抑制因子の存在理岳13，14，17)を説明するのに

も都合がよい。� 

1-J !Ili領域の多様性は， Ochiら24)によっても，足立の実

験結果から示されている。彼らは，� Lyt抗原系の表現の

違いを利用して，� 1・J陽;生の抑制� T紹胞と，� 1-J揚性の

ヘノレパー� T細胞を分けた。各々の締麹で，技� 1-Jk抗Jfn.

残ったま))を鼓収し，A (3R) anti B10. A (5lO.(B?青 

抗体活'詮の特異性について諒ベた。そして，この抗� 1-Jk 

抗車j育中には，抑制T経由上の� 1-J遺信子産物と，ヘノレ

ノξ~T紹胞上の 1-J 遺伝子産物，それぞれに表現される

異なる抗原性を認識する抗体が含まれていることを示し

さらに，� 1-J亜領域の遺伝子産物は，� Con A rこ反応

するT組胞や，抗原提供マクロファージの締控表面にも

表現されていることが，� Frelingerら25)や，� Niederhu・� 

berらし26)記よって報告されている。彼らの報告では，

抑説T紐胞上の� 1-J遺伝子産物との異同についてはふれ

ていないが，� Murphyら27)は，持制T細抱上の� 1-J遺伝

子産物と，抗体産生に関る� accessory結抱上の� 1-J遺

伝子産物とが， 異った技原性を持つことを報告してい

る。

これらの事実からも，� 1-J遺伝子産物に多様性が存在

し，それが，免疫桔当紹抱の機能上の差異， うらがえせ

は細胞間相互作用において，相手となる細抱を認識す

るための構造を反映している可能性が示唆される。

その意味では，� acceptor T 締抱上の� 1-J遺イ云子産物

の解析が，我々に，� 1-J分子関の相互作患について，か

なりのJ清報を与えてくれるものと期待される。� acceptor 

T 紐臆抹� (34S・281，lL5)は，前述の� 2彊類の持制T細

胞に表現される� 1-J遺伝子産物上の技原性を同時に表現

していた� (Fig.6-a，Fig. 6-b)。この� acceptorT細胞

株比設原特異的抑制T頼臆株由来の抑髄因子で活性化

され，やはヲ，� 1-J遺伝子産物を有する薪らたな持崩毘

子を産生することが最近わかった16，28，29)。抗�  1-Jb抗手主

によっても活性化されることから，この� acceptorT 紹

胞の受容基に� 1-J遺伝子産物が表現されていることは明

らかである。今自の解析では，活性化される前の徐止期

の� accoptorT 紹胞株を用いての結果であるが，活性記

後，� 1-1遺長子産物の表現が，どう変わるかは興味のあ

るところである。� acceptorT 紹抱が，技原特異的抑制� 

τ細抱，あるいは抗毘非特異的抑鰯T組胞，それぞれが� 

1-1遺伝子産物上に示す異った抗長性を， 詞時に表現し

ていることの解釈は，現時点では難しい。しかし，抗原

詩異的抑制因子上の� 1-J分子と，� acceptor T 組抱上で，

これに対する受容基を構成する� 1-J分子と泣，相互に作

吊しあう� 1-J韮領域の遺伝子産物である。また，寓者を

表現するT紐抱は，いずれもそノクロナールな細絶株で、

あり，均一な物実として化学的に，あるい辻遺伝子レベ

ルで、解析することは比較的容易である。それにより，一

種の自己認識ともいえる� 1-J遺長子産物関の相互{乍患

を，分子レベルで、構造的にとらえることが可能である。

これらの結果を演鐸すれば、，今回の実験で得た� 1-J遺伝

子産物の多様性と，その麗イ系が，より明確なものになる

と思われる。
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Sむ斑MARY 

Heterogeneity of the 1-J encoded products was 

investigated on 1-J+ T-cell hyr近omaswith di百er-

ent functional activities. Functional assays of the 

factors derived from several hybrid cell lines en-

abled the celllines to be classuied into 3 groups 

with di茸erentsuppressive activities; a) hybridomas 

with antigen-sepcific，1-J restricted suppression. 

b) hybridomas with antigen non・spec述。� 1-Jnon-

restricted suppression. c) hybridomas with ac-

ceptor site for antigen-speci五csuppressor factor. 

Suppressor factors from both speci五cand non-

speci五cTs hybridomas also possessed 1-Jεncoded 

determinants. Structural differences of 1-J gene 

products among the hybridomas were studied by 

using the absorption of anti・I-Jbantiserum with 

functionally different 1-J+ hybridomas. Di吉erent 

determinants defined by anti-1-Jb antiserum were 

found to be expressed on hybridomas with di百er-

ent functional properties. Serological analyses of 

the 1-J bearing factors have also shown that the 

1 -J determinant on the antigen圃� sepci長cfactor is 

distinct from that on the antigen-nonspecific factor. 

1t is，therefore，suggested that there are at least 

two structurally di百erent1-J molecules de五nedby 
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the alloantisera. As the specific factor has the 

H -2 restriction speci五� city，� while the non-speci五� c 

factor acts across the H・2barrier， the structural 

di吉� erencesof the 1-J determinants on the two 

distinct factors may reflect the functional differ司� 

ences. 
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